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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第123期

第３四半期連結
累計期間

第124期
第３四半期連結
累計期間

第123期

会計期間
自　平成28年３月１日
至　平成28年11月30日

自　平成29年３月１日
至　平成29年11月30日

自　平成28年３月１日
至　平成29年２月28日

売上高 （百万円） 191,907 202,068 266,477

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △131 1,342 2,698

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 253 1,444 1,715

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 671 1,705 2,459

純資産額 （百万円） 28,751 32,243 30,539

総資産額 （百万円） 137,079 135,516 131,955

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 6.27 35.78 42.49

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 21.0 23.8 23.1

 

回次
第123期

第３四半期連結
会計期間

第124期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成28年９月１日
至　平成28年11月30日

自　平成29年９月１日
至　平成29年11月30日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △16.67 △8.30

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．当社は、平成29年９月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。当該

株式併合が前連結会計年度の開始の日に実施されたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益又は１株

当たり四半期純損失を算定しております。

 

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重

要な変更はありません。

また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成29年３月１日～平成29年11月30日）のわが国経済は、企業収益や雇用情勢が

改善するなど、緩やかな回復基調のうちに推移いたしました。

百貨店業界におきましては、訪日外国人の買物需要の増大もあり、売上高は総じて堅調に推移し、特に大阪

地区の売上高は11月まで11カ月連続で前年実績を上回りました。

このような状況の下、当社グループでは、「中期経営計画（2015年度－2017年度）」に基づき、あべのハルカ

ス近鉄本店における集客力強化、地域中核店の再構築及び将来の収益源の開発に向けた諸施策を推し進めるな

ど、各事業にわたり収益力の向上に懸命の努力を傾けました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

①百貨店業

百貨店業におきましては、一層の集客力及び収益力の強化を図るため、創業80周年を迎えたあべのハルカス近

鉄本店では、売上高が好調に推移している食料品売場や化粧品売場に人気のショップを新設するなど、ショップ

の改廃を推し進めるとともに、上本町店などの地域中核店においても、大型専門店の導入をはじめ各階の改装を

実施いたしました。

また、四日市店にオープンした当社独自のベーカリーブランド「ブロッドン」を奈良店及び生駒店に、高級食

材スーパー「成城石井」を生駒店に導入するなど、フランチャイズ方式による当社直営店舗を積極的に出店いた

しました。

さらに、三重県伊勢市で開催された「第27回全国菓子大博覧会・三重」会場内の物販ブースの運営を受託する

など、さらなる増収を図りました。

この結果、あべのハルカス近鉄本店の売上高が３月～11月の各月においても前年実績を上回るなど、期を通じ

て好調を維持し、売上高は185,051百万円（前年同期比5.8％増）、営業利益は947百万円（前年同期は837百万円

の営業損失）となりました。

 

②卸・小売業

卸・小売業におきましては、株式会社シュテルン近鉄の輸入自動車販売が好調に推移いたしましたため、売上

高は10,873百万円（前年同期比4.6％増）となりましたが、同社の新店舗開業による一時的な費用が増加し、営

業利益は165百万円（同46.6％減）となりました。

 

③内装業

内装業におきましては、株式会社近創で前年に大口工事受注があった反動により、売上高は3,442百万円（前

年同期比15.4％減）、営業利益は385百万円（同39.5％減）となりました。

 

④その他事業

その他事業におきましては、株式会社Ｋサポートの当社店頭における販売業務請負が拡大したことなどによ

り、売上高は2,701百万円（前年同期比9.8％増）、営業利益は157百万円（前年同期は53百万円の営業損失）と

なりました。

 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は202,068百万円（前年同期比5.3％増）、営業利益は1,671

百万円（前年同期は66百万円の営業利益）、経常利益は1,342百万円（前年同期は131百万円の経常損失）となり

ました。これに固定資産売却益340百万円及び環境対策費戻入益100百万円を特別利益に、固定資産除却損等72百

万円を特別損失に計上し、法人税等を加減した親会社株主に帰属する四半期純利益は1,444百万円（前年同期比

470.6％増）となりました。
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（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

（注）平成29年５月25日開催の第123期定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決されております。

これにより、株式併合の効力発生日（平成29年９月１日）をもって、発行可能株式総数は900,000,000株減少し、

100,000,000株となっております。

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年１月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 40,437,940 40,437,940
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 40,437,940 40,437,940 － －

（注）１．平成29年９月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。これにより、

発行済株式総数は363,941,466株減少し、40,437,940株となっております。

２．平成29年５月25日開催の第123期定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決されておりま

す。これにより、株式併合の効力発生日（平成29年９月１日）をもって、単元株式数が1,000株から100株に

変更となっております。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

（百万円）

平成29年９月１日

（注）
△363,941,466 40,437,940 － 15,000 － 5,000

（注）平成29年９月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。

 

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成29年８月31日）に基づく株主名簿による記載を

しております。

 

①【発行済株式】

平成29年８月31日現在
  

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 599,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 403,619,000 403,619 －

単元未満株式 普通株式 161,406 －
１単元（1,000株）

未満株式

発行済株式総数 404,379,406 － －

総株主の議決権 － 403,619 －

（注）平成29年５月25日開催の第123期定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決されております。こ

れにより、株式併合の効力発生日（平成29年９月１日）をもって、単元株式数が1,000株から100株に変更となっ

ております。

 

②【自己株式等】

平成29年８月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

㈱近鉄百貨店

大阪市阿倍野区阿倍野筋
１丁目１番43号

599,000 － 599,000 0.14

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年９月１日から平

成29年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年３月１日から平成29年11月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,232 3,105

受取手形及び売掛金 9,949 13,500

商品及び製品 8,415 9,205

仕掛品 255 237

原材料及び貯蔵品 22 29

その他 5,811 6,764

貸倒引当金 △26 △36

流動資産合計 27,660 32,805

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 49,884 48,576

土地 29,507 29,426

その他（純額） 3,450 3,311

有形固定資産合計 82,843 81,314

無形固定資産 1,530 1,689

投資その他の資産   

投資有価証券 4,464 4,801

敷金及び保証金 10,817 10,803

退職給付に係る資産 2,725 2,814

その他 2,407 1,521

貸倒引当金 △492 △233

投資その他の資産合計 19,921 19,707

固定資産合計 104,295 102,711

資産合計 131,955 135,516
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年11月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 19,643 24,793

短期借入金 17,529 11,612

未払法人税等 367 282

商品券 9,022 9,330

預り金 29,029 28,592

賞与引当金 113 107

商品券等引換損失引当金 6,119 5,949

資産除去債務 9 9

その他 5,939 8,353

流動負債合計 87,775 89,032

固定負債   

長期借入金 7,950 8,858

退職給付に係る負債 429 462

厚生年金基金解散損失引当金 166 166

資産除去債務 217 221

その他 4,876 4,532

固定負債合計 13,639 14,240

負債合計 101,415 103,273

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,000 15,000

資本剰余金 8,990 8,990

利益剰余金 5,306 6,751

自己株式 △82 △84

株主資本合計 29,214 30,657

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 954 1,196

退職給付に係る調整累計額 371 389

その他の包括利益累計額合計 1,325 1,586

純資産合計 30,539 32,243

負債純資産合計 131,955 135,516
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年11月30日)

売上高 191,907 202,068

売上原価 146,910 154,947

売上総利益 44,997 47,121

販売費及び一般管理費 44,931 45,449

営業利益 66 1,671

営業外収益   

受取利息 2 1

受取配当金 47 51

未請求債務整理益 667 668

その他 419 161

営業外収益合計 1,135 883

営業外費用   

支払利息 184 133

商品券等引換損失引当金繰入額 730 718

その他 419 360

営業外費用合計 1,334 1,212

経常利益又は経常損失（△） △131 1,342

特別利益   

固定資産売却益 － 340

環境対策費戻入益 － 100

受取和解金 496 －

工事負担金等受入額 163 －

特別利益合計 660 441

特別損失   

固定資産除却損等 593 72

支払補償費 67 －

厚生年金基金解散損失引当金繰入額 18 －

特別損失合計 679 72

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△151 1,711

法人税、住民税及び事業税 170 272

法人税等調整額 △575 △5

法人税等合計 △404 267

四半期純利益 253 1,444

親会社株主に帰属する四半期純利益 253 1,444
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年３月１日
　至　平成28年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年11月30日)

四半期純利益 253 1,444

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 387 242

退職給付に係る調整額 30 18

その他の包括利益合計 418 260

四半期包括利益 671 1,705

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 671 1,705
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年３月１日
至　平成28年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年３月１日
至　平成29年11月30日）

減価償却費 4,379百万円 4,234百万円

 

 

（株主資本等関係）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　平成28年３月１日　至　平成28年11月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 百貨店業 卸・小売業 内装業 その他事業 計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高        

外部顧客への売上高 174,984 10,396 4,067 2,459 191,907 － 191,907

セグメント間の
内部売上高又は振替高

86 2,665 2,750 1,995 7,498 △7,498 －

計 175,071 13,062 6,818 4,454 199,406 △7,498 191,907

セグメント利益
又は損失（△）

△837 310 637 △53 57 8 66

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成29年３月１日　至　平成29年11月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 百貨店業 卸・小売業 内装業 その他事業 計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

売上高        

外部顧客への売上高 185,051 10,873 3,442 2,701 202,068 － 202,068

セグメント間の
内部売上高又は振替高

68 2,824 1,938 2,194 7,026 △7,026 －

計 185,120 13,698 5,381 4,895 209,095 △7,026 202,068

セグメント利益 947 165 385 157 1,656 15 1,671

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年３月１日
至　平成28年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年３月１日
至　平成29年11月30日）

１株当たり四半期純利益 6.27円 35.78円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 253百万円 1,444百万円

普通株主に帰属しない金額 －百万円 －百万円

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益
253百万円 1,444百万円

普通株式の期中平均株式数 40,378千株 40,377千株

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成29年９月１日付で普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。当該

株式併合が前連結会計年度の開始の日に実施されたと仮定して、１株当たり四半期純利益を算定しておりま

す。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成30年１月12日

株式会社近鉄百貨店

取締役会　御中
 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 土居　正明　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　　浩　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中畑　孝英　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社近鉄百

貨店の平成29年３月１日から平成30年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年９月１日から平

成29年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年３月１日から平成29年11月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社近鉄百貨店及び連結子会社の平成29年11月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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